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◎「せいよ部マネージャー」７人が決定！
◎第20回全国「かまぼこ板の絵」展覧会 作品募集
◎新しい国民健康保険証は３月下旬に届きます
◎小・中学生の入院医療費を助成　ほか

情
報

テレビや雑誌で西予市をPRしていく「せいよ部マネージャー」の７人が決定！
若い力で楽しく元気に西予市を盛り上げていきます。（詳細５ページ）

「せいよ部
マネージャ

ー」始動！
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団
長
▼
佐
伯
和
志（
野
村
・
惣
川
分
団
）
松
本
司（
城
川
・
魚
成
分
団
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
）

分
団
長
▼
宇
都
宮
ス
ミ
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明
浜
・
明
浜
分
団
）
谷
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宇
和
・
田
之
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分
団
）
副
分
団
長

▼
前
田
和
恵（
明
浜
・
明
浜
分
団
）
山
住
智
昭（
宇
和
・
多
田
分
団
）
部
長
▼
織
田
修
央（
明

浜
・
田
之
浜
分
団
）
松
下
直
美（
明
浜
・
明
浜
分
団
）
宇
都
宮
美
和（
同
）
後
藤
達
也（
宇

和
・
多
田
分
団
）
森
田
常
二（
宇
和
・
中
川
分
団
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沖
野
貴
洋（
宇
和
・
宇
和
分
団
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是
澤
幸

男（
宇
和
・
田
之
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駄
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瓶
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明
浜
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狩
江
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）
倉
岡
篤
志
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明
浜
・
田
之
浜
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団
）
竹
田
寛
治（
宇

和
・
多
田
分
団
）
紀
熊
喜
寿（
宇
和
・
中
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分
団
）
戒
野
功（
宇
和
・
石
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玉
大
作

（
野
村
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野
村
分
団
）
和
氣
十
三（
同
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大
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修
司（
同
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岡
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）
向
井
宏
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同
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森
大

介（
野
村
・
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筋
分
団
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野
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同
）
名
本
林（
同
）
山
下
裕
一（
同
）
⻆

　義
仁（
野
村
・

中
筋
分
団
）
井
上
貴
正（
同
）
坂
枝
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同
）
三
瀬
修（
同
）
一
ノ
宮
憲
彦（
野
村
・
貝
吹
分

団
）
西
山
弘
喜（
城
川
・
魚
成
分
団
）
山
本
秋
法（
三
瓶
・
三
島
分
団
）
団
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▼
瀧
川
健
二

（
宇
和
・
中
川
分
団
）
土
居
健
二（
宇
和
・
石
城
分
団
）
梶
田
季
志（
同
）
毛
利
司（
宇
和
・

宇
和
分
団
）
森
田
寿
志（
同
）
池
野
竜
典（
同
）
三
原
秀
一（
同
）
河
野
誠（
同
）
宇
都
宮
敬

幸（
宇
和
・
田
之
筋
分
団
）
佐
藤
博
文（
宇
和
・
下
宇
和
分
団
）
松
本
幸
祐（
同
）
兵
頭
孝

行（
同
）
大
森
裕
二（
野
村
・
野
村
分
団
）
稲
葉
隆
則（
野
村
・
中
筋
分
団
）
田
部
宏
見（
野

村
・
貝
吹
分
団
）
髙
橋
聖
一（
野
村
・
横
林
分
団
）
水
本
和
寿（
同
）
中
井
圭
介（
城
川
・
遊

子
川
分
団
）
山
内
真
吾（
城
川
・
土
居
分
団
）
稲
田
亜
紀
夫（
同
）
富
永
孝
仁（
城
川
・
高
川

分
団
）
上
城
収（
城
川
・
魚
成
分
団
）
松
本
浩
二（
同
）
中
平
浩
一（
同
）
宇
都
宮
晃（
同
）
濵

田
伸
哉（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）
山
本
新
也（
三
瓶
・
朝
日
分
団
）
高
月
良
文
（
三
瓶
・
三
島

分
団
）
竹
葉
一
也（
同
）
宇
都
宮
武
仁（
同
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
親
子
消
防
団
員
）

分
団
長

︰

山
中
新
一（
野
村
・
貝
吹
分
団
）
班
長

︰

山
中
優
也
（
同
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
（
優
良
団
体
）

野
村
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ（
代
表
・
矢
野
順
二
）
下
松
葉
自
主
防
災
会（
代
表
・
野
本
省

三
）
渓
筋
自
主
防
災
ク
ラ
ブ（
代
表
・
名
本
政
則
）
高
川
地
区
自
主
防
災
会（
代
表
・
大
﨑
五

郎
）
周
木
地
区
自
主
防
災
会
（
代
表
・
勝
盛
佐
太
郎
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
（
家
族
内
助
の
功
労
者
）

稲
葉
眞
由
美（
野
村
町
平
野
）
福
原
久
美（
城
川
町
嘉
喜
尾
）
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　平
成
26
年
西
予
市
消
防
出
初
式
が
２
月
２
日（
日
）、
宇
和
運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

消
防
団
員
８
８
６
人
が
決
意
も
新
た
に
勢
揃
い
し
ま
し
た
。
表
彰
者
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は

所
属
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

団
長
▼
佐
伯
茂
喜（
団
本
部
）
副
団
長
▼
稲
葉
敏
彦
（
野
村
・
野
村
本
部
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
精
績
章
）

副
団
長
▼
廣
瀬
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孝（
宇
和
・
宇
和
本
部
）
分
団
長
▼
山
下
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一（
明
浜
・
高
山
分
団
）
髙
橋

明
博（
野
村
・
横
林
分
団
）
塩
崎
保
志（
城
川
・
土
居
分
団
）
副
分
団
長
▼
遠
藤
猛（
三
瓶
・

三
島
分
団
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
）

副
分
団
長
▼
安
藤
道
広（
野
村
・
貝
吹
分
団
）
有
田
勝
浩（
野
村
・
横
林
分
団
）
中
山
芳
忠

（
城
川
・
遊
子
川
分
団
）
横
山
直（
城
川
・
高
川
分
団
）
堀
内
昭
利（
三
瓶
・
三
島
分
団
）
班

長
▼
井
上
尚
喜（
野
村
・
惣
川
分
団
）
団
員
▼
上
中
保
博（
明
浜
・
田
之
浜
分
団
）
冨
永
滝
夫

（
野
村
・
貝
吹
分
団
）
中
須
賀
敏
幸（
三
瓶
・
二
木
生
分
団
）
池
田
繁（
三
瓶
・
朝
日
分
団
）

宮
中
藤
郎（
同
）

　我
政
一（
三
瓶
・
揚
分
団
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
消
防
団
１
２
０
年
・
自
治
体
消
防
65
周
年
記
念
大
会 

消
防
団
員
家
族
表
彰
）

機
能
別
団
員

︰

大
麦
和
男（
野
村
・
横
林
分
団
）
団
員

︰
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麦
晃
裕（
同
）
大
麦
吉
徳（
同
）

機
能
別
団
員

︰

横
田
峰
男（
同
）
団
員

︰

横
田
直
文（
同
）
分
団
長

︰

山
中
新
一（
野
村
・
貝

吹
分
団
）
班
長

︰

山
中
優
也（
同
）

愛
媛
県
知
事
表
彰
（
功
労
章
）

副
団
長
▼
清
水
吉
雄（
明
浜
・
明
浜
本
部
）
分
団
長
▼
宮
崎
貞
一（
明
浜
・
俵
津
分
団
）
副

分
団
長
▼
兵
頭
喜
也（
宇
和
・
下
宇
和
分
団
）
兵
頭
健
二（
野
村
・
中
筋
分
団
）
宇
都
宮
正
彦

（
野
村
・
渓
筋
分
団
）
兵
頭
雅
人（
野
村
・
野
村
分
団
）
小
笹
計
二（
城
川
・
土
居
分
団
）
小

川
宣
招（
城
川
・
遊
子
川
分
団
）
大
元
義
則（
三
瓶
・
揚
分
団
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

副
団
長
▼
泉
伸
一（
三
瓶
・
三
瓶
本
部
）
分
団
長
▼
藤
本
敦（
明
浜
・
狩
江
分
団
）
山
上
雅
人

（
宇
和
・
石
城
分
団
）
河
野
通（
城
川
・
魚
成
分
団
）
松
本
嘉
男（
三
瓶
・
谷
道
分
団
）
副
分

条例定数︰1,895人
実団員数︰1,762人

西予市消防団組織図

野
村
方
面
隊

三
瓶
方
面
隊

明
浜
方
面
隊

城
川
方
面
隊

宇
和
方
面
隊

西
予
市
消
防
団

（
本
　
　
部
）
3人

４６０人 ３０８人２７４人 ２５３人４６４人

遊
子
川
分
団

土
居
分
団

高
川
分
団

二
木
生
分
団

朝
日
分
団

揚

分

団

谷
道
分
団

三
島
分
団

魚
成
分
団

惣
川
分
団

野
村
分
団

多
田
分
団

渓
筋
分
団

中
川
分
団

中
筋
分
団

石
城
分
団

貝
吹
分
団

宇
和
分
団

横
林
分
団

俵
津
分
団

狩
江
分
団

高
山
分
団

田
之
浜
分
団

明
浜
分
団

田
之
筋
分
団

下
宇
和
分
団

機 械 器 具 の 状 況
種別

所属 指令車・連絡車 消防ポンプ自動車 小型動力ポンプ
付 積 載 車 小型動力ポンプ

明浜方面隊 2 9 6

宇和方面隊 1 2 22 2

野村方面隊 5 23 10

城川方面隊 4 11 5

三瓶方面隊 1 5 11 1

合　計 2 18 76 24

平成25年４月２日　現在

◎
巻
頭

　
　西
予
市
消
防
出
初
式
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　市
内
の
バ
ス
路
線
の
い
く
つ
か
は
、
現
在

利
用
者
が
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
減
少
の
一
途

を
た
ど
る
と
廃
止
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　車
の
運
転
が
で
き
な
い
お
年
寄
り
や
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
を
守
る
た

め
に
も
、
普
段
は
マ
イ
カ
ー
利
用
の
人
も
月

に
一
度
は
バ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
存

続
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
日
あ
た
り
15
人
以
上
の
利
用
が
必
要

　市
内
に
は
宇
和
島
自
動
車
㈱
運
行
の
路
線

バ
ス
が
20
路
線
あ
り
、
利
用
者
が
減
少
し
て

採
算
が
取
れ
な
い
分
は
国
・
県
・
市
の
補
助

金
を
活
用
し
て
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
国
や
県
の
補
助
金
に
は
「
１
日

あ
た
り
15
人
以
上
の
バ
ス
利
用
者
」
と
の
規

定
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
下
回
る
と
路
線
の

補
助
金
は
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
い
、
採
算
が

取
れ
な
い
路
線
は
廃
止
と
い
う
道
を
た
ど
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　現
在
、
西
予
市
の
路
線
バ
ス
の
い
く
つ
か

は
、
１
日
あ
た
り
15
人
ぎ
り
ぎ
り
を
保
っ
て

い
る
状
態
で
、
路
線
維
持
に
「
黄
色
信
号
」

が
灯
っ
て
い
ま
す
。

「
赤
信
号
」
に
な
る
前
に

　私
た
ち
一
人
一
人
の
利
用
が
、
市
内
の
路

線
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　普
段
は
マ
イ
カ
ー
利
用
の
人
も
、
例
え
ば

月
に
一
度
は
環
境
に
も
優
し
い
路
線
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
路
線
存
続
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　誰
も
が
い
つ
ま
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
路
線
バ
ス
利
用
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　市
役
所 

企
画
調
整
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

問

み
ん
な
で
「
西
予
の
バ
ス
路
線
」
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
市
内
路
線
の
い
く
つ
か
は
既
に
「
黄
色
信
号
」

あ
な
た
の
利
用
が
バ
ス
路
線
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す

①菊川愛理さん（きくがわ あいり・18歳・松山市出身）愛媛大学放送研究会。実用英語技能検定２級の資格あり

②髙原将さん（たかはら しょう・22歳・大阪府出身）愛媛大学落語研究会。特技は空手、スキー、ギター、歌など

③知花優さん（ちばな ゆう・20歳・沖縄県出身）愛媛大学文化人類学専攻。今後の研究テーマは「ゆるキャラ」

④中居鈴香さん（なかい すずか・22歳・松山市出身）両親は明浜町出身。モデル経験がありテレビ番組にも出演中

⑤上甲美桜さん（じょうこう みお・20歳・西予市出身）唯一の西予市出身者。歴史が好きで畑仕事がマイブーム

⑥藤井涼子さん（ふじい すずこ・20歳・広島県出身）愛媛大学落語研究会。特技はイラストとバレーボール

⑦山下奈美さん（やました なみ・20歳・宇和島市出身）愛媛大学地理学専攻。バスケットで全国大会出場経験あり

　今年合併10周年を迎える西予市の魅力を内外

に発信していく担い手となる「せいよ部マネー

ジャー」のメンバーが、書類審査・オーディション

を経て決定し、１月17日（金）に辞令交付式が行わ

れました。

　三好市長は「県外に出ると、西予市は『さいよし』

と読まれることが多い。皆さんの若さや発信力を生

かして、同世代の若者層をターゲットに、楽しく西

予市のことを発信していってほしい」とあいさつ。

　今後メンバーたちは、３月いっぱいまで「らくさ

ぶろう」監督の下で舞台所作やトーク技術などを学

び、４月から本格的に活動を開始する予定です。

⑤ ⑥ ⑦

②① ③ ④
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　「
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
貢
献
し
よ
う
と
、
地
元
企
業
の

「
株
式
会
社
ぞ
っ
こ
ん
四
国
」
か
ら
１
月
22

日（
水
）、
ジ
オ
パ
ー
ク
維
持
支
援
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　同
社
が
大
野
ヶ
原
中
腹
か
ら
採
水
し
販
売

し
て
い
る
天
然
水
「
ぞ
っ
こ
ん
」
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ツ
ト
で
の
年
間
売
り
上
げ
の
１
％

を
、
今
後
永
続
的
に
寄
付
す
る
と
い
う
も

の
。
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
あ
る
四
国

カ
ル
ス
ト
が
育
む
天
然
水
に
は
雑
菌
が
全
く

な
く
、
加
熱
処
理
せ
ず
に
商
品
化
で
き
る
日

本
屈
指
の
名
水
で
す
。
こ
の
日
は
昨
年
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
売
り
上
げ
の
一
部

（
５
万
円
）が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　三
好
市
長
は
「
日
本
中
探
し
て
も
、
こ
れ

だ
け
質
の
高
い
水
は
な
い
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に

付
加
価
値
を
付
け
て
も
ら
っ
て
非
常
に
あ
り

が
た
い
」
と
謝
辞
。
支
援
金
は
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
基
金
に
繰
り
入
れ
て
、
今
後
の
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

　顧
客
の
８
割
を
関
東
圏
に
持
つ
同
社
は
、

今
後
の
販
売
分
か
ら
商
品
に
「
四
国
西
予
ジ

オ
パ
ー
ク
」
の
ロ
ゴ
を
印
字
し
て
発
送
。
商

品
と
共
に
「
ジ
オ
マ
ッ
プ
」
な
ど
と
い
っ
た

西
予
の
魅
力
を
伝
え
る
冊
子
も
同
封
し
、
全

国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

「
株
式
会
社
ぞ
っ
こ
ん
四
国
」
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
維
持
支
援
金

天
然
水
「
ぞ
っ
こ
ん
」
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
販
売
売
上
の
１
％
を
寄
付

商
品
に
「
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
ロ
ゴ
を
使
用
し
、
全
国
へ
向
け
て
Ｐ
Ｒ
も

（左から）横田弓さん（57歳・宇和町れんげ＝第24回日本
ブラインドテニス大会Ｂ１クラス女子の部優勝＝）織田
端さん（68歳・宇和町皆田＝第35回全日本高齢者武道大会

〈剣道〉Ｂ組65～69歳準優勝＝）三好市長、三好悠介さん
（18歳・三瓶町朝立＝平成25年度全国高等学校総合体育
大会水泳競技大会兼第81回日本高等学校選手権水泳競技
大会男子100ｍバタフライ２位＝）野村中学校相撲部（第
43回全国中学校体育大会相撲選手権大会団体の部３位）

（左から）三好市長、村上ヒカルくん（７歳・宇
和町信里＝第12回全国小学生・中学生マウンテ
ンバイク大会小１の部優勝＝）
野村高等学校畜産科（第64回日本学校農業クラブ
全国大会プロジェクト発表会環境部門最優秀賞＝
文部科学大臣賞＝）

　　市役所 政策秘書室☎0894（62）5000問

全国レベルの大会などで優勝、もしくはそれに値する成績（入賞）を収め、西予市の
名声を高めて市民に夢と希望を与えた人に「キラリ西予大賞」が授与されました。
今回は６組が該当し、平成19年から現在まで41組がこの賞を受賞しています。

キラリ西予大賞　授与式

12月27日（金）受賞…２組１月７日（火）受賞…４組
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防
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だ
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消
防
本
部�

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
９

春
は
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
お
う

葉
に
燃
え
広
が
っ
た

　こ
こ
で
紹
介
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
「
集

め
焼
き
」
や
「
ご
み
焼
き
」
の
残
り
火
・
飛

び
火
に
よ
っ
て
火
災
と
な
り
、
空
気
の
乾
燥

や
強
風
な
ど
の
気
象
状
況
も
重
な
っ
て
燃
え

広
が
り
ま
す
。
春
は
日
差
し
が
強
く
な
り
、

枯
草
な
ど
の
燃
え
広
が
り
に
気
付
く
の
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
野
焼
き
」
は
禁
止
、
ご
存
じ
で
す
か

　「野
焼
き
」（
屋
外
で
物
を
燃
や
す
こ
と
）

は
原
則
禁
止
で
す
。「
ど
ん
ど
焼
き
」
や
農

業
の
た
め
な
ど
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
で
し

か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

　市
消
防
本
部
で
は
、
市
内
各
小
・
中
学
生

を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
入
賞

作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

防
火
意
識
の
高
揚
に
役
立
て
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
平
成
25
年

度
の
入
賞
作
品
１
０
３
点
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

　２
月
28
日（
金
）～
３
月
11
日（
火
）

展
示
場
所

　県
歴
史
文
化
博
物
館
２
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　３
月
１
日（
土
）～
７
日（
金
）の
一
週
間
、

全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
風
の
強
い
日
が
多

く
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
全

国
の
月
別
出
火
件
数
を
見
る
と
、
春
先
の
３

月
は
他
の
月
よ
り
件
数
が
多
く
、
林
野
・
原

野
・
空
地
な
ど
の
枯
草
か
ら
火
災
に
至
っ
た

も
の
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
発
生
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
正
し
い

取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
消
防
管
内
で
春
先
に
発
生
し
た
過

去
の
火
災
事
例
を
基
に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

春
先
に
多
く
見
ら
れ
る
火
災

◎
ご
み
焼
き
か
ら
火
の
粉
が
飛
び
、
近
く
の

枯
草
に
燃
え
広
が
っ
た

◎
集
め
焼
き
の
後
始
末
が
不
十
分
だ
っ
た
た

め
、
残
り
火
か
ら
出
火
し
た

◎
ご
み
焼
き
用
に
使
用
し
て
い
た
ド
ラ
ム
缶

の
焚
き
口
か
ら
火
の
粉
が
落
ち
、
付
近
の

落
葉
に
着
火
し
て
燃
え
広
が
っ
た

◎
暖
を
取
る
た
め
に
使
用
し
て
い
た
一
斗
缶

の
残
り
火
が
風
に
あ
お
ら
れ
、
付
近
の
落

　皆
さ
ん
は
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う

に
解
消
し
て
い
ま
す
か
？

　平
成
25
年
８
月
に
開
催
し
た
「
第
７
回
西

予
市
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
」
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。

男
性１

位
…
お
酒
（
晩
酌
・
飲
み
会
）

２
位
…
体
を
動
か
す
こ
と（
散
歩
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
レ
ク
バ
レ
ー
・
農
作
業
）

３
位
…
笑
う

女
性１

位
…
友
人
な
ど
と
話
す
・
お
し
ゃ
べ

り
・
世
間
話

２
位
…
体
を
動
か
す
こ
と（
散
歩
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
レ
ク
バ
レ
ー
・
水
泳
・
ヨ
ガ
）

３
位
…
お
い
し
い
も
の
や
好
き
な
も
の
を

食
べ
る

　年
代
別
に
見
て
も
男
性
は
お
酒
、
女
性
は

食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
が
上
位
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
男
女
共
に
「
人
と
つ
な

が
る
こ
と
」
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
次
に
体
を
動
か
す
こ
と

や
睡
眠
、
休
息
を
取
る
な
ど
、
自
分
に
合
っ

た
方
法
を
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　２
０
０
９
年
に
実
施
し
た
「
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
中
間
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は

「
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
」
の
割
合
は

７
割
前
後
で
、
男
性
（
68
・
３
％
）
よ
り
も

女
性
（
77
・
４
％
）
が
高
い
状
況
で
し
た
。

　ス
ト
レ
ス
は
心
だ
け
で
な
く
、
体
に
も
変

化
と
し
て
現
れ
ま
す
。
心
の
信
号
に
気
を
付

け
て
、「
ど
う
せ
…
」
と
決
め
つ
け
ず
、
現

実
に
戻
っ
て
確
認
し
、
多
く
の
解
決
策
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　ぜ
ひ
自
分
に
合
っ
た
「
心
が
軽
く
な
る
方

法
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課

�
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０
７大野 裕さん

（精神科医・西予市出身）

ストレスは心や体に現れま
す。私たちの気持ちや行動
は、そのときに頭に浮かん
だ「考え」によって影響さ
れます。考え方を切り替え
て、気持ちを楽にしていき
ましょう。例えば、運動で
気分転換をすると落ち込み
が軽くなりますよ。
－第７回西予市こころの健康講演会から－

2014　３月 6

図
書
館
だ
よ
り

問
市
民
図
書
館
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文
化
財
だ
よ
り
�
問
市
役
所 

文
化
体
育
振
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６

　県
立
図
書
館
で
は
昨
年
か
ら
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ 

愛
媛
Ｆ
Ｃ
と
連
携
し
て「
愛
媛

Ｆ
Ｃ
選
手
の
お
す
す
め
の
本
紹
介
」
展
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
12
月
末
か
ら
１
月
末
ま
で

の
１
カ
月
間
、
野
村
分
館
で
展
示
し
ま
し
た
。

　「自
分
に
と
っ
て
の
読
書
と
は
？
」
の
質

問
に
、
あ
る
選
手
は
「
知
識
を
増
や
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　か
っ
こ
い
い
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
も
「
自
分

ス
タ
イ
ル
」
で
本
に
親
し
み
、
力
や
ひ
ら
め

き
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。
読
書
そ
の
も
の

が
趣
味
や
生
き
が
い
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

日
常
の
隙
間
時
間
や
困
っ
た
と
き
に
手
に

取
っ
た
り
、
何
か
を
極
め
る
ヒ
ン
ト
を
探
し

た
り
、
心
を
整
え
た
り
と
、
本
を
自
分
の
力

に
変
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「中
央
館
」・「
野
村
分
館
」・「
三
瓶
分
館
」

で
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
蔵
書

点
検
（
本
の
所
蔵
管
理
）
の
た
め
３
月
10
日

（
月
）～
19
日（
水
）ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

　年
に
１
回
蔵
書
点
検
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
貸
出
中
の
本

は
、
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
児
童
書
の
お
す
す
め

「
は
や
く
ち
ま
ち
し
ょ
う
て
ん
が
い 

は
や
く

ち
は
や
あ
る
き
た
い
か
い
」
林
木
林
（
作
）

内
田
か
ず
ひ
ろ
（
絵
）
偕
成
社
（
発
）
…
は

や
く
ち
こ
と
ば
を 

い
い
な
が
ら 

は
や
く
ち

ま
ち
し
ょ
う
て
ん
が
い
を 

は
や
あ
る
き

き
ょ
う
そ
う
す
る 

は
や
く
ち
は
や
あ
る
き

た
い
か
い
で 

ゆ
う
し
ょ
う
す
る
の
は 

い
っ

た
い 

だ
れ
で
し
ょ
う
か
。

◎
一
般
書
の
お
す
す
め

「
お
う
ち
時
間
が
楽
し
く
な
る
魔
法
の
手
作

り
生
活
」
成
瀬
瞳
（
著
）
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
（
発
）
…
家
で
し
て
み
た
い
ア
ロ
マ
や
自

家
煎
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、
プ
ロ
に
学
ぶ
快
適
生

活
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
愛
媛
Ｆ
Ｃ
と
本
を
読
も
う
！
」
展

宇
和
・
野
村
・
三
瓶
で
臨
時
休
館

中
央
館

野
村
分
館

　明
浜
町
高
山
地
区
に
は
石
灰
業
で
栄
え
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
嘉
永
３
年

（
１
８
５
０
）
焼
成
技
術
の
導
入
秘
話
か
ら

始
ま
り
、
昭
和
57
年
に
業
を
終
え
る
ま
で
の

永
き
に
渡
り
ま
す
。
そ
の
史
実
を
見
届
け
て

い
る
宇
都
宮
長
三
郎
氏
の
資
料
を
参
考
に
し

つ
つ
、
流
れ
を
簡
単
に
追
っ
て
み
ま
す
。

　宇
都
宮
長
右
衛
門
角
治
が
、
宇
和
島
藩
時

代
に
土
佐
の
稲
生
（
い
な
ぶ
）
か
ら
苦
労
し

て
そ
の
技
術
を
体
得
し
帰
国
。
藩
か
ら
永
代

免
許
を
受
け
て
以
後
、
半
農
半
漁
の
村
だ
っ

た
高
山
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
宇

都
宮
家
で
は
や
が
て
明
治
５
年（
１
８
７
２
）

に
筑
豊（
筑
前
若
松
）の
煽
石（
せ
ん
せ
き
・

石
炭
）
を
導
入
し
ま
す
。
従
来
の
木
炭
窯
に

比
べ
生
産
効
率
は
飛
躍
的
に
改
善
し
、
窯
の

大
型
化
が
進
み
ま
す
。

　岩
井
地
区
に
は
、
そ
の
木
炭
燃
料
時
代
の

貴
重
な
窯
が
今
も
国
道
沿
い
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
田
之
浜
の
宇
都
宮
家
が
明
治

４
、
５
年
頃
に
造
っ
た
窯
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
産
業
考
古
学
会
に
依
頼
し
て
、

全
国
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
長
三
郎

氏
の
資
料
な
ど
か
ら
も
、
こ
の
石
炭
導
入
に

つ
い
て
は
高
知
が
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
山
の
先
進
性

は
特
筆
さ
れ
ま
す
。
岩
井
の
初
期
窯
の
残
存

事
例
も
、
県
内
は
お
ろ
か
全
国
的
に
も
貴
重

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　そ
の
他
、
大
早
津
の
山
上
に
石
灰
鉱
山
跡

（
採
石
場
）
や
、
石
炭
焼
成
時
代
の
窯
群
が

海
岸
沿
い
に
一
部
崩
壊
し
つ
つ
も
ま
だ
十
数

基
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は

す
で
に
急
傾
斜
地
対
策
工
事
で
の
撤
去
事
例

や
国
道
拡
幅
改
良
で
の
消
失
も
懸
念
さ
れ
、

今
後
の
行
く
末
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
進
め
る
上
で
も
石
灰

産
業
遺
産
の
保
全
を
強
く
念
じ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会

�

委
員

　岡
崎

　直
司
）

明
浜
の
産
業
遺
産
に
光
を

　高
山
地
区
の
石
灰
業

「高山湾頭風景」是沢八郎（画）
石灰業の隆盛期、白い煙が立ち上がる様子

（高山公民館に掲示）
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　テ
ー
マ
は
自
由
。

　応
募
作
品
は
全
て
、
第
20
回
全
国
「
か
ま

ぼ
こ
板
の
絵
」
展
覧
会
に
展
示
し
ま
す
。

　応
募
者
全
員
に「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ
」

無
料
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

材
料　か

ま
ぼ
こ
板
。
ど
こ
の
産
地
の
も
の
で
も

可
。
１
作
品
１
枚
～
１
０
０
枚
、
最
大
面
積

1.0
㎡
ま
で
可
。

応
募
資
格

　プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
誰
で
も
応
募
可
。
た

だ
し
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

　作
品
は
１
人
何
点
で
も
応
募
可
。
１
作
品

ご
と
、
か
ま
ぼ
こ
板
の
裏
に
直
接
①
絵
の
題

②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

⑤
年
齢
（
学
生
の
方
は
学
校
名
と
学
年
）
⑥

電
話
番
号
を
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
ま
た
は
マ
ジ
ッ

ク
ペ
ン
な
ど
で
は
っ
き
り
と
記
入
の
上
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　４
月
20
日（
日
）
当
日
消
印
有
効

入
賞
発
表

　６
月
（
中
旬
予
定
）
に
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
発
表（
西
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

の
上
、
入
賞
者
へ
通
知
。
応
募
作
品
に
つ
い

て
は
一
切
の
権
利
を
西
予
市
が
有
す
る
も
の

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
選
外
の
作
品
に
つ
い

て
は
応
募
時
に
返
却
希
望
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
切
手
を
貼
っ
た
返
送
用
封
筒
を
同
封
し

た
人
に
の
み
返
送
可
。
返
送
は
平
成
27
年
３

月
末
頃
の
予
定
で
す
。

名
誉
審
査
員

　中
村
時
広
（
愛
媛
県
知
事
）

審
査
員

　車
だ
ん
吉
（
審
査
員
長
・
タ
レ
ン
ト
）、

折
笠
勝
之
（
洋
画
家
）、
神
山
恭
昭
（
絵
日

記
作
家
）、
伊
東
正
次
（
日
本
画
家
）

賞
　大
賞
30
万
円
（
１
点
）、
優
秀
賞
５
万
円

（
10
点
）、
入
選
１
万
円
（
40
点
）、
佳
作
は

宇
和
島
か
ま
ぼ
こ
詰
め
合
わ
せ（
１
０
０
点
）、

特
別
賞（
35
点
）

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ

　☎
０
８
９
４（
82
）１
０
０
１

　〒
７
９
７－

１
７
１
７ 

愛
媛
県
西
予
市
城

川
町
下
相
６
８
０ 

西
予
市
立
美
術
館「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ
」

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

「広報せいよ友の会」
会員募集

　市外在住者の皆さんへ、ふ

るさとの情報が満載の市広報

誌「広報せいよ」をお送りし

ます。

年会費　1,000円（送料込）

該当号
　平成26年５月号から27年

４月号まで。毎月１回、全

12回送付します。

　　市役所 情報推進課

　　☎0894（62）6404

問

　掲載は平成26年５月号（４月20日

発行）分から。原稿は広告主が作成し

てください。掲載できない内容や表現

もありますので、掲載基準は市ホーム

ページをご覧ください。

掲載場所
　①裏表紙の最下段（カラー印刷）

　②表紙・裏表紙以外の最下段（２色刷り）

広告の規格
　①縦43mm×横57mm

　②縦43mm×横84mm

掲載期間（※募集は年度区切り）
　１回単位で最長12回

掲載料　１枠１回（月）あたり２万円

申込方法
　掲載希望月の40日前までに「広告

掲載申請書」に原稿を添えて申し込み。

発行部数は19,200部（全戸配布）。

掲載場所
　ホームページのトップページ下部

（募集４枠）

広告の規格
　大きさ（縦50ピクセル×横170ピ

クセル）

掲載期間（※募集は年度区切り）
　１日から末日までの月単位（最長

12カ月）

掲載料　１枠月額6,000円

申込方法
　バナー広告表現ガイドライン（市HP

に掲載）を理解いただいた上で「広告

掲載申込書」に資料を添えて、掲載開始

月の前月の１日までに申し込み。

　　市役所 情報推進課

　　☎0894（62）6404

問

第
20
回
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」
展
覧
会
　
作
品
募
集

有料広告を募集
「広報せいよ」に掲載する有料広告 市ホームページに掲載する有料広告

2014　３月 8

宇和・明浜地区

３月２日（日） 矢野整形外科☎0894（62）6698

３月９日（日） 二宮医院☎0894（62）0144

３月16日（日） 二宮医院☎0894（62）0144

３月21日（金） おだクリニック☎0894（62）6606

３月23日（日） 近藤医院☎0894（62）2311

３月30日（日） 上甲耳鼻咽喉科☎0894（62）0012

野村・城川地区
３月２日（日） 野村病院☎0894（72）0180

３月９日（日） おか医院☎0894（72）3456

３月16日（日） 宇都宮内科☎0894（72）3333

３月21日（金） 野村病院☎0894（72）0180

３月23日（日） 野村病院☎0894（72）0180

３月30日（日） 野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区
３月２日（日） 内・外� 八幡浜急患センター

☎0894（24）1199

３月９日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

３月16日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

３月21日（金） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

３月23日（日）
内� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199
外� 矢野脳神経外科　　
☎0894（23）0210

３月30日（日） 内・外� 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199

小児科
３月２日（日） 守口小児科（八幡浜市産業通）☎0894(24）7770

３月９日（日） 大洲ななほしクリニック（大洲市東若宮）
☎0893(25）7710

３月16日（日） 山下小児科（宇和町伊賀上）☎0894(62）6801

３月21日（金） ごとう小児科（大洲市東大洲）☎0893(23）0510

３月23日（日） 八幡浜急患センター（八幡浜市大平）
☎0894(24）1199

３月30日（日） さわい小児科医院（大洲市中村）☎0893(24）7530

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

　次
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
金
を
振
り
込
ん

だ
り
せ
ず
、
警
察
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　「携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」、「
妊

娠
さ
せ
て
し
ま
っ
て
慰
謝
料
が
必
要
」
な
ど

と
い
う
電
話
が
か
か
っ
た
と
き
。

架
空
請
求

　身
に
覚
え
の
な
い
利
用
料
金
な
ど
を
請
求

さ
れ
た
と
き
。

融
資
保
証
金
詐
欺

　「融
資
前
に
保
証
金
を
振
り
込
ん
で
」
と

要
求
さ
れ
た
と
き
。

還
付
金
詐
欺

　「携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
と
い

う
電
話
が
あ
っ
た
と
き
。

金
融
商
品
取
引
等
詐
欺

　「
案
内
が
届
い
た
人
し
か
購
入
で
き
な

い
。
社
債
や
権
利
を
代
わ
り
に
購
入
し
て
ほ

し
い
。
必
ず
高
値
で
買
い
取
る
」
と
の
電
話

が
あ
っ
た
と
き
。

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
で
の
送
金
は
詐
欺

　最
近
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
で
現
金

を
送
付
さ
せ
る
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
「
レ
タ
ー
パ
ッ

ク
・
宅
急
便
で
現
金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

は
詐
欺
！
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　県
警
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
犯
人
と
被
害
者
と
の
会
話
を
録

音
し
た
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
０
８
９〈
９

３
４
〉４
０
８
４
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

組
織
を
挙
げ
て
「
特
殊
詐
欺
の
撲
滅
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
署�

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

　60
歳
以
上
の
人
に
、
25
年
以
上
の
分
割
前

払
い
の
金
地
金
の
取
引
を
行
わ
せ
る
と
い
う

手
口
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
例　訪

問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勧
め
ら
れ

て
、
契
約
内
容
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
指

示
通
り
に
契
約
書
に
記
入
し
て
５
０
０
万
円

を
支
払
っ
た
。

　し
か
し
家
族
が
契
約
書
を
確
認
す
る
と
、

契
約
時
に
支
払
っ
た
お
金
は
頭
金
の
よ
う
な

も
の
で
、
残
り
は
月
６
万
円
ず
つ
25
年
間
積

み
立
て
す
る
契
約
に
な
っ
て
い
る
。
全
額
を

払
い
終
え
た
ら
金
地
金
を
受
け
取
れ
る
と
い

う
総
額
２
、０
０
０
万
円
の
契
約
だ
っ
た
。

中
途
解
約
す
る
に
も
高
額
な
手
数
料
が
…

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　契
約
時
の
手
数
料
に
加
え
て
中
途
解
約
す

る
に
も
高
額
な
手
数
料
が
必
要
で
、納
得
い
か

な
い
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

　「必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
と
い
っ
た
業
者

の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、
取
引
内
容
を
書

面
で
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
せ
ず

は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　電
話
勧
誘
販
売
や
、訪
問
販
売
で
契
約
し
た

場
合
に
は
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
８

問

金
地
金
で
分
割
前
払
い
…
？

奇数日が野村病院
偶数日が宇和病院３月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医療機
関です。検査・入院・手術が必要な場合に備え、医
師と外来看護師が当直し、検査・放射線の技師が待
機して救急医療にあたっています。

野村病院の改修工事が始まります
築後20年が経過したため、病室などを
中心とした内部改修工事を行う予定で
す。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
工事予定期間　平成26年3月～平成27年1月
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アーティスト部門
平成25年度こども
音楽コンクール西
日本優秀校発表音
楽会（平成25年12
月27日、大阪府池
田市アゼリアホー
ル）器楽部門（中
学校合奏第１部
門）最優秀賞︰野

村中学校筝曲部

第38回「ごはん・
お米とわたし」作
文・図画愛媛県コ
ンクール（図画部
門１部）金賞︰村

上楓（魚成小１年）

がんばれせいよの
アスリート！
アーティスト！

　女性が持つパワーを地域づくり
活動に生かすために、女子会研究
会を開催。企業組合あぐり工房
（宇和島市）や地域センターもや
い（同）を訪問し、地域づくりの
ノウハウなどを学びました。
　この経験を持ち帰り、積極的な
活動を通して狩江地区の活性化を
目指していきます。

かりとりもさくの会
(明浜町狩江地区)

女子会研究事業

　地域住民の手で行う防犯対策の
一環として、スクールガードの会
員にジャンパーを支給。児童たち
の登下校時に着用し、見守り活動
を行っています。
　安心・安全のまちづくりに寄与
することはもちろん、地域全体で
児童の安全を守ることにより、地
域の一体感も高まっています。

中川地区団体連絡協議会
(宇和町中川地区)

防犯対策事業

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

　失
業
や
離
職
な
ど
に
よ
り
収
入
が
な
い
場

合
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
は
「
年
金
手
帳
」
を
持
参
の
上
、
国

民
年
金
の
資
格
取
得
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
の
扶
養
を
外
れ
て
国
民
年
金
に
加
入

す
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
め
先
で
「
第
３

号
」
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
今
年
の
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年

１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請
可
能
。

離
職
（
失
業
）
に
よ
る
保
険
料
免
除
手
続
き

　「年
金
手
帳
」
と
印
鑑
、
そ
し
て
「
失
業

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
配
偶
者
や
世
帯
主
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
保
険
料
が
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に

一
定
の
割
合
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　宇
和
島
年
金
事
務
所

　☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

離
職
し
た
皆
さ
ん
に
有
利
な
手
続
き

問

会社に就職したとき・扶養になったとき
　国保に加入している人が就職して会社の健康保険に加入

したり、健康保険に加入している家族の扶養になったりした

ときには、国保の資格を喪失する手続きが必要です。「健康

保険の保険証」または「資格取得証明書」と、現在お持ちの

国民健康保険証・印鑑を持参して手続きを行ってください。

会社を退職したとき・扶養されなくなったとき
　会社を退職したり健康保険に加入している家族から扶養

されなくなったりしたときには次のいずれかの手続きが必

要です。

　①国民健康保険に加入する

　②健康保険に加入している（他の）家族の被扶養者になる

　③健康保険を任意継続する

　このうち「①国民健康保険に加入する」ときは、「健康保

険の資格喪失証明書（会社で発行）」と「年金証書（65歳

未満で厚生年金や共済年金などの受給権があり、加入年数

が20年以上か40歳以降に10年以上ある人）」・印鑑を持参

して手続きを行ってください。

　　市役所 市民課☎0894（62）6405または各支所 生活福祉課問

国民健康保険の取得・喪失届出は14日以内に

就職や退職を控えた皆さんへ

初
日
射
す
鬼
城
は
る
か
に
仰
ぎ
け
り

�

宇
都
宮
利
治

花
水
木
句
会
（
宗
一
選
）

鐘
の
音
の
闇
に
消
え
ゆ
く
去こ

年ぞ

今
年

�

山
本

　長
正

お
雑
煮
に
力
授
か
る
八や

十そ

路じ

か
な

�

西
山

　
　巌

な
ず
な
粥
ふ
だ
ん
の
日
々
の
戻
り
け
り

�
武
石
ひ
ろ
む

さ
さ
ご
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

毛
糸
帽
被
り
し
夫つ

ま

の
好か

う

々か
う

爺や

�

是
沢

　靖
子

愛
嬌
を
ふ
り
ま
く
寒
の
雀
ど
ち

�

高
橋
お
さ
む

コ
ン
ビ
ニ
へ
晴
れ
着
の
人
を
ヱ
ス
コ
ー
ト

�

清
水

　逸
子

笠
置
句
会

寒
の
月
輝
き
星
を
寄
せ
付
け
ず

�

三
好
ト
シ
ミ

半
世
紀
交か

は
す
便
り
や
寒
の
月

�

二
宮

　
　覚

寒か
ん

夕ゆ
う

焼や
け

美
し
け
れ
ば
歩
を
止
め
て

�

宇
都
宮
て
い
子

銀
杏
吟
社

軽
ト
ラ
で
椎
茸
見
る
も
初
仕
事

�

山
崎
千
津
惠

松ま
つ

過
ぎ
て
我
が
家
俄に

わ
か

に
し
ん
か
ん
と

�

稲
垣

　徳
雄

初
詣
で
産う

ぶ

土す
な

の
庭
一
人
踏
む

�

中
田

　
　肇

三
瓶
俳
句
会

書
き
初
の
躍
る
天
馬
を
納
め
け
り

�

浅
川

　光
春

鍬
始
め
ひ
し
め
く
土
の
匂
い
か
な

�

那
須

　陽
子

冬
ぬ
く
き
大
き
手
を
も
て
包
ま
る
る

�

竹
崎

　恵
美

広
　報
　文

　芸

2014　３月 10

　世代間交流と健康増進を図るこ
とを目的に、地区の三世代が集
まってグラウンドゴルフ大会を開
催。幅広い年齢層の住民が集まる
機会を作れたことで、住民同士の
交流をますます深めることができ
ました。

中筋地区自治振興会
(野村町中筋地区)

中筋地区スポーツ大会

　地域の特産品であるトマトを
使った加工品開発を進めるため、
組織内に「加工品開発班」を設
置。特産品を市場に広めていく体
制づくりができました。
　この班を中心に、加工品研究や
試験販売などの活動を行っていま
す。今後も製品としての完成度を
高めるために研究を続けるだけで
なく、市場開拓にも力を注いでい
きたいと思っています。

遊子川地域活性化プロジェクトチーム
(城川町遊子川地区)

地域資源活用事業

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

川
柳

川
柳
宇
和
吟
社

お
日
様
に
向
か
い
て
今
日
を
感
謝
す
る

�

市
田

　文
子

人
生
は
で
こ
ぼ
こ
あ
っ
て
謳
歌
す
る

�

松
山

　昭
子

み
ど
り
児
が
米
寿
を
無
事
に
祝
う
世
に

�

横
手

　洋
子

川
柳
の
む
ら

無
理
を
し
て
買
っ
た
田
畑
を
も
て
余
す

�

小
玉

　隆
子

褒
め
ら
れ
て
五
感
素
直
さ
取
り
も
ど
す

�

三
瀬

　志
穂

も
っ
た
い
な
い
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
る
古
箪
笥

�

佐
尾

　春
子

短
歌

明
浜
青
垣
会

ひ
よ
鳥
の
悠
々
と
舞
ふ
柑
園
か
伊
予
柑
う
れ

る
を
共
に
待
ち
わ
ぶ�

西
尾
ヒ
メ
ヨ

玻は

璃る

越
し
に
見
る
庭
木
の
青
冴
え
て
今
朝
蕾

と
く
白
き
木む

く

槿げ

は�

田
中
ソ
ニ
ヤ

小
柄
な
る
吾あ

が
た
ら
ち
ね
か
九そ

つ

十じ
ゅ

越
し
て

年
々
細
り
動
き
少
し�

中
村

　珠
雪

宇
和
短
歌
会

大
根
が
ま
た
白
菜
も
三
百
円
高
値
の
野
菜
店

に
並
び
ぬ�

末
光

　翠
峰

霧
の
中
よ
り
顔
を
出
す
気
動
車
は
宇
和
の
平

野
を
駆
け
抜
け
て
い
く�

橋
本

　友
恵

見
ら
れ
て
も
困
ら
ぬ
老
い
の
日
記
帳
さ
ら
り

と
書
き
て
さ
ら
り
と
閉
ぢ
る�

源

　し
げ
お

俳
句

か
り
が
ね
吟
社

弾
み
た
る
二は

十た

才ち

の
孫
の
初
電
話

�

佐
藤

　博
子

友
よ
り
の
今
年
限
り
と
言
う
賀
状

�

谷
口
百
合
子

一般の保険証は「うす緑色」 退とある保険証は「うす水色」◯

　国保に加入している皆さんには、３月下旬までに新しい「国民健康保険（退

職）被保険者証」が届きます。ご確認の上、４月１日からは新しい保険証をお

使いください。（有効期限切れの保険証は、本庁市民課、各支所生活福祉課ま

たは公民館まで返還ください）

保険証カバーが必要なとき
　保険証カバーは同封されていません。必要な場合は、本庁市民課または各支

所生活福祉課・各公民館で、保険証返還のときなどにお伝えください。

保険証の有効期限
　原則平成27年３月31日までです。ただし滞納のある世帯や、次の①～③に

該当する人は有効期限が違う場合があります。

①退職被保険者
　65歳になる人（昭和24年４月２日～昭和25年３月１日生まれ）と、その人

から扶養されている人は一般の被保険者証に変更になるため、有効期限は65

歳の誕生月（誕生日が月の初日の場合はその前月）の末日になっています。

②高齢受給者となる人
　70歳になる人（昭和19年４月２日～昭和20年３月１日生まれ）は、有効期

限が誕生月（誕生日が月の初日の場合はその前月）の末日となっています。そ

れ以降は、高齢受給者証一体型の保険証となります。

③後期高齢者医療制度に加入となる人
　75歳になる人（昭和14年４月２日～昭和15年３月31日生まれ）は有効期

限が誕生日の前日となっています。誕生日からは、後期高齢者医療保険の保険

証（誕生日までに届く）をお使いください。

　　市役所 市民課☎0894（62）6405または各支所 生活福祉課問
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○１月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談

狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　３
月
４
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　３
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　３
月
10
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　３
月
14
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

三
瓶
支
所

　３
月
18
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

西
予
市
役
所

　３
月
13
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　３
月
10
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　３
月
５
日（
水
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　３
月
25
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
文
化
会
館

　３
月
15
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　３
月
11
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

心
配
ご
と
相
談

　３
月
25
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　３
月
14
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
月
11
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　３
月
14
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　３
月
24
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　３
月
14
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　☎
０
８
９
４（
82
）１
２
６
６

法
律
相
談
※
予
約
制

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　３
月
14
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　３
月
３
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

狩
江
公
民
館
（
明
浜
町
）

　３
月
14
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　３
月
14
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

登
記
相
談
※
予
約
制

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

お誕生おめでとう

おくやみ

2014　３月 12

　母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
児
童
、
そ
し
て
寡

婦
の
人
が
利
用
で
き
る
「
母
子
寡
婦
福
祉
資

金
貸
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
は
事

前
相
談
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
の
種
類

　修
学
資
金
（
児
童
の
修
学
の
た
め
の
資

金
）
▼
就
学
支
度
資
金
（
児
童
の
就
学
の
た

め
の
資
金
）
▼
技
能
習
得
資
金
（
母
が
知
識

技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
資
金
・
運
転
免
許

取
得
資
金
）
▼
修
業
資
金
（
児
童
の
修
業
の

た
め
の
資
金
・
運
転
免
許
取
得
資
金
）
▼
就

職
支
度
資
金
（
母
ま
た
は
児
童
が
就
職
す
る

た
め
の
資
金
）

　
　市
福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
８

母
子
家
庭
な
ど
へ
の
貸
付
金
制
度

問

　わ
ず
か
な
掛
金
で
最
低
２
万
円
か
ら
最
高

１
０
０
万
円
の
お
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
、

平
成
26
年
度
「
交
通
災
害
共
済
」
の
加
入
を

受
付
し
ま
す
。

掛
金
（
１
人
年
額
）

　一
般
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下
（
平
成
11

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
３
０
０
円

共
済
期
間

　４
月
１
日
か
ら
１
年
間
。
共
済
期
間
中
に

加
入
の
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日

か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
。

申
し
込
み
の
と
き
必
要
な
も
の

　「平
成
26
年
度
愛
媛
県
西
予
市
交
通
災
害

共
済
加
入
申
込
書
」、
共
済
掛
金

　
　市
役
所 

総
務
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

　ま
た
は
各
支
所 

総
務
課

「
交
通
災
害
共
済
」
加
入
し
ま
せ
ん
か

問

　老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
明
浜
支
所
（
昭
和

37
年
建
築
）
の
改
築
に
つ
い
て
、
現
在
話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
ず
、
平
成
23
年
７
月
に
「
明
浜
支
所
建

設
市
民
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
支
所

の
建
設
場
所
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
。

同
年
10
月
に
「
現
在
地
に
、
相
応
の
津
波
対

策
等
を
講
じ
た
庁
舎
を
早
急
に
建
設
す
る
」

と
い
う
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
答
申
を
受
け
て
、
市
役
所
内
部
に

「
明
浜
支
所
建
設�

庁
内
検
討
会
」
を
設
置
。

住
民
の
利
便
性
や
支
所
機
能
を
考
慮
し
つ

つ
、
防
災
面
で
は
津
波
対
策
を
重
要
視
し

て
、
建
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

被
害
を
踏
ま
え
、
現
在
の
立
地
場
所
は
適
当

で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
昨
年
７
月
に
は
地
元
住
民
で
構
成

す
る
「
明
浜
支
所
改
築
推
進
委
員
会
」（
委

員
数
19
人
）
を
設
置
し
、
移
転
先
や
庁
舎
の

機
能
、
構
造
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

　「
第
４
回
改
築
推
進
委
員
会
」
は
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

　２
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所

　明
浜
支
所

　別
館
大
会
議
室

　
　明
浜
支
所 

総
務
課

　☎
０
８
９
４（
64
）１
２
８
０

「
明
浜
支
所
」
改
築
の
話
し
合
い

問

　国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
老
後
の
家

計
費
を
補
う
た
め
に
、
農
業
者
年
金
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

　国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
農
業
に

60
日
以
上
、
常
時
従
事
し
て
い
る
人
（
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
）

保
険
料

　月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
の
範
囲
で
千

円
単
位
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
い

つ
で
も
変
更
可
能
。

　
　市
役
所 

農
業
委
員
会

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
７

　県
で
は
、
全
国
で
初
め
て
と
な
る
「
愛
媛

県
電
動
車
い
す
安
全
登
録
制
度
」
を
今
年
の

１
月
１
日
か
ら
施
行
。
増
加
が
予
想
さ
れ
る

「
電
動
車
い
す
」
の
交
通
事
故
や
盗
難
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

登
録
で
き
る
場
所

　指
定
登
録
取
扱
所
（
販
売
店
・
レ
ン
タ
ル

店
・
西
予
交
通
安
全
協
会
）
※
登
録
無
料

登
録
の
効
果

　盗
難
予
防
、
盗
難
・
遺
失
か
ら
の
早
期
発

見
の
ほ
か
、
電
動
車
い
す
交
通
安
全
教
室
の

開
催
や
交
通
安
全
情
報
の
提
供
な
ど
を
実
施

　
　西
予
交
通
安
全
協
会（
西
予
警
察
署
内
）

　☎
０
８
９
４（
62
）９
６
７
６

農
業
者
年
金
で
老
後
の
備
え
を

問「
電
動
車
い
す
」
を
お
持
ち
の
人
へ

問

　小学校１年生～中学校３年

生までの児童の入院医療費を

助成しています。診療を受け

た月の翌月から起算して、２

年以内に申請してください。

助成範囲
　保険診療による入院医療費の自己負担分を

助成。小学生は平成24年４月１日診療分か

ら、中学生は平成25年４月１日診療分から。

助成を受けるためには
　医療機関で保険証を提示し、ひとまず医療

費の自己負担分をお支払いください。（「受給

資格者証」の発行はありません）

　後日、担当課まで領収書と印鑑・保険証・

通帳を持参して、医療費を請求してください。

　　市福祉事務所 社会福祉課☎0894（62）6428問

小学生と中学生の
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3/21㈮法華津・野福峠ジオウォークが開催されるよっ！

保険税　９期
納期限は３月31日（月）

（口座振替は３月25日）

３月の納税

イベント情報イベント情報

　ゲストランナーに土佐礼子さん、村井啓一夫妻を迎えて開催！
150匹の鯉のぼりが乱舞するコースを走ってみませんか。
開催日　５月３日（土）

※２日（金）にはゲストランナーのランニングクリニックや前夜祭も予定
種別　ハーフマラソン、10kmロードレース
参加資格　18歳以上（高校生は除く）
申込方法　郵便振替やインターネットから申し込みください。
申込期限　２月28日（金）当日消印有効

※ただし定員制（先着2,500人）のため、定員になり次第締め切
る場合があります。

　　朝霧湖マラソン大会実行委員会（野村教育課内）☎0894（72）1117問

第23回朝霧湖マラソン大会　参加者募集

市民のうごき
（１月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,731人（－76）
　　　　男 19,595人（－29）　女 22,136人（－47）

世帯数　18,695世帯（－31）

出　生　17人（－ 6）
　　　　男  8人（－ 6）　女  9人（± 0）

死　亡　78人（＋14）
　　　　男 43人（＋12）　女 35人（＋ 2）
※Ｈ24.7.9 住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

3 ⁄7（金）

子育てサロン　ス
キップClub

うきうき春パーティー

◯  午前10時～11時30分

◯  宇和児童館「うわっこ」

 ◯ 宇和児童館☎0894（62）7331
時 

場 

問

3 ⁄14（金）

わくわくミュー
ジック

音楽に合わせて楽しく体を動かし

ます。乳幼児と保護者が対象。

◯  午前10時30分～11時30分

◯  乙亥会館トレーニング室

 ◯ 野村児童館☎0894（72）0374
時 

場 

問

3 ⁄15（土）
四国西予ジオガイド養成講座～初級～（第１回）ジオを学んで、その魅力を観光客に伝えるガイドになりませんか。今回は明浜地域のジオを学びます。詳しくはお問い合わせください。
定員　30人
申込期限　３月７日（金）
 ◯ 市役所 商工観光課ジオパーク推進室☎0894（62）6408
問

3 ⁄8（土）　第26回歩け歩け明浜海道大会
体力に合わせて、楽しくウォーキングしませんか。春の訪れを感じながら、明浜の道を歩きましょう。 ◯  午前８時30分～
 ◯  田之浜小学校（出発）～高山～狩江～俵津
　  参加希望者はお電話にて申し込みください。
 ◯  市教育委員会 明浜教育課☎0894（64）1291

時

場

問
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正
し
い
理
解
を

　
　
　
―
同
和
問
題
と
は
―
（
そ
の
１
）

　こ
の
グ
ラ
フ
は
平
成
24
年
に
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
の
結
果
で
す
。

　「
学
習
会
等
に
参
加
し
た
回
数
が
多
い

人
」
ほ
ど
「
身
元
調
査
を
し
な
い
」
と
回
答

し
た
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
憲
法
の
精
神
を
理
解
し
て
生
活
に
生
か

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
は
、
一
人
一
人
の
人
権
が
守
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
必

要
性
を
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　同
和
対
策
の
基
礎
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和

40
年
に
出
さ
れ
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答

申
」
で
す
。
そ
の
前
文
で
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

　「同
和
問
題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る

人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基

本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
そ
の

早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時

に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」

　ま
た
、
そ
の
中
の
「
同
和
問
題
の
本
質
」

で
は
、
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　「い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会

の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ

た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、

日
本
国
民
の
一
部
の
集
団
が
経
済
的
・
社
会

的
・
文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
、
現

代
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
い
ち
じ
る
し
く

基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
、
近
代

社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て

い
る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し

て
重
大
な
社
会
的
問
題
で
あ
る
。

（
中
略
）
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と

は
、
ひ
と
く
ち
に
い
え
ば
市
民
的
権
利
、
自

由
の
侵
害
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
市
民
的
権

利
、
自
由
と
は
、
職
業
選
択
の
自
由
、
教
育

の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居
住
お

よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
権
利
と
自
由
が
同
和
地
区
住

民
に
た
い
し
て
は
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
差
別
な
の
で
あ
る
」

　こ
の
答
申
を
受
け
、
昭
和
44
年
に
「
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
本
格

的
な
同
和
行
政
が
開
始
さ
れ
て
、
以
来
33
年

間
の
特
別
措
置
法
に
よ
る
同
和
行
政
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
過
程
で
、
平
成
８
年
に
「
同
和
問
題

の
早
期
解
決
に
向
け
た
今
後
の
方
策
の
基
本

的
な
在
り
方
に
つ
い
て
」（
意
見
具
申
）
が
出

さ
れ
「
同
和
問
題
は
過
去
の
問
題
で
な
い
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
ま
す
。

　「同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
今
後
の
主

要
な
課
題
は
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る

差
別
意
識
の
解
消
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害

の
救
済
等
の
対
応
、
教
育
、
就
労
、
産
業
等

の
面
で
な
お
存
在
し
て
い
る
較
差
の
是
正
、

差
別
意
識
を
生
む
新
た
な
要
因
を
克
服
す
る

た
め
の
施
作
の
適
正
化
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
中
略
）
今
後
、
差
別
意
識
の
解
消
を
図
る

に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
や

啓
発
活
動
の
中
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成

果
と
こ
れ
ま
で
の
手
法
へ
の
評
価
を
踏
ま

え
、
す
べ
て
の
人
の
基
本
的
人
権
を
保
障
し

て
い
く
た
め
の
人
権
教
育
、
人
権
啓
発
と
し

て
再
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
」

　特
別
措
置
法
に
よ
る
同
和
行
政
が
平
成
14

年
３
月
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

部
落
差
別
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

平
成
９
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
「
人
権
擁

護
施
策
推
進
法
」
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た

「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
答
申
（
第

み
ん
な
の
人
権
ひ
ろ
ば

１
号
答
申
）」
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
答
申

で
、
日
本
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

が
あ
る
と
し
て
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
指
摘
し
、
提
言
し
て
い
ま
す
。

　「同
和
問
題
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
同

和
問
題
に
関
す
る
国
民
の
差
別
意
識
は
、
特

に
昭
和
40
年
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
以
降

の
同
和
教
育
及
び
啓
発
活
動
の
推
進
等
に
よ

り
着
実
に
解
消
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
が
、

結
婚
問
題
を
中
心
に
、
地
域
に
よ
り
程
度
の

差
は
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
根
深
く
存
在

し
て
い
る
。
就
職
に
際
し
て
の
差
別
の
問
題

や
同
和
関
係
者
に
対
す
る
差
別
発
言
、
差
別

落
書
き
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。（
中
略
）
人

権
教
育
・
啓
発
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
国
民

一
人
一
人
に
人
権
尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
が
十
分
定
着
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。（
中
略
）
す

べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和
で

豊
か
な
社
会
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
国
民
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
課
題
と

し
て
人
権
尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

　学
校
・
社
会
・
家
庭
に
お
け
る
人
権
教
育

や
、
効
果
的
な
啓
発
活
動
な
ど
の
推
進
が
示

さ
れ
ま
し
た
。（
続
く
）

▼
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

�

（
社
会
教
育
指
導
員

　宇
都
宮
）

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５
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　「こ
こ
は
ジ
オ
大
学
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
。
も
の
言
わ
ぬ

岩
が
、先
生
の
よ
う
で
し
ょ
う
」

　は
つ
ら
つ
と
し
た
雰
囲
気
に

テ
ン
ポ
の
い
い
解
説
で
人
気
の

ジ
オ
ガ
イ
ド
、
三
好
く
に
こ
さ

ん
。
こ
の
日
は
須
崎
海
岸
（
三

瓶
町
）
で
、
松
山
市
か
ら
お
越

し
の
ご
夫
婦
に
ジ
オ
の
魅
力
を

伝
え
ま
す
。

　「年
を
と
っ
た
ら
で
き
な
く

な
る
の
で
、
体
が
動
く
う
ち
は

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い

な
ぁ
と
思
っ
て
。定
年
退
職
後
、

募
集
チ
ラ
シ
を
見
て
ジ
オ
ガ
イ

ド
養
成
講
座
に
通
い
ま
し
た
」

　ジ
オ
を
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い

と
語
る
三
好
さ
ん
。
観
光
客
に

最
高
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら

う
た
め
、
く
す
っ
と
笑
う
よ
う

な
話
な
ど
も
用
意
し
て
解
説
す

る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　「４
億
年
前
の
縦
の
地
層
を

こ
こ
ま
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
日
本

中
で
こ
こ
だ
け
。
世
界
で
は
イ

ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に

あ
り
ま
す
が
、私
は
断
然
、こ
っ

ち
の
方
が
美
し
い
と
思
い
ま
す

ね
。
今
に
『
世
界
の
ス
ザ
キ
』

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

　須
崎
海
岸
は
、
四
国
西
予
ジ

オ
パ
ー
ク
の
目
玉
の
ひ
と
つ
。

縦
じ
ま
を
形
成
す
る
地
層
の
迫

力
と
美
し
さ
は
圧
巻
で
す
。

　「１
年
後
も
10
年
後
も
そ
の

先
も
市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
盛

ん
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
口

コ
ミ
で
地
道
に
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　今
後
、
関
連
し
た
お
土
産
や

商
品
な
ど
が
で
き
て
も
っ
と
ジ

オ
が
盛
り
上
が
れ
ば
と
三
好
さ

ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

三好くにこ（61）＝宇和町山田︰30年
務めた看護師を定年退職後、昨年か
らジオガイドとして活躍中。ガイド
を希望する人は、市観光協会までお
問い合わせください。
☎0894－62－6437
※ガイド１人につき、観光客は10人
まで。費用は2,000円。

か
が
や
き
西
予
人

「『
世
界
の
ス
ザ
キ
』
に
な
る
と
信
じ
て
る
」

�
日
本
中
で
こ
こ
だ
け
の
景
色
を
Ｐ
Ｒ

せ
い

よ

び
と

有
料
広
告

　県の広報コンクールで12月号が特
選を、「写真の部」では５月号表紙が
特選に次ぐ入選を受賞しました。こ
れは一重に撮影や取材に協力くださ
る皆さん、読んでくださる皆さん、
そして「広報せいよ」を愛してくだ
さる皆さんのおかげです。本当にあ
りがとうございます。感謝の気持ち
でいっぱいです。12月号は今後、全
国コンクールに進みます。結果は５
月上旬に分かる予定です。（堀）

編集後記

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問


